





話題提示 ・根拠提供 ・仮定表示 ・顕在的な話題 ・漕在的な話題
1.は じ め に
一 般 的 に 口本 語 の条 件 表 現 とい え ば
、 「バ」 「ト」 「タラ 」 「ナ ラ」 が 挙 げ られ る。 こ の4
種 の 表 現 の 使 い 分 け に つ い て は多 くの 先 行 研 究 もあ り、 そ の教 え方 につ い て も様 々 な試 み
が な さ れて い るが 、 今 な お 、 これ らの表 現 は 、 学 習 者 に と って 、 上級 に な っ て も習 得 しに
くい もの の 一 つ とな って い る 。
また 、 多 くの 敦 科 書 が この 四 つ の 仮定 ・条 件 表 現 を中 級 程 度 の レベ ル で 一 度 に まとめ て
取 り上 げ て い る こ と と、 この 四つ の表 現 をい ず れ も偉 国語 の 「里/ミ ョ ン/」 とい う表 現
に対 応 させ て きた こ と もあ り、 韓 国 人学 習 者 に と って 、 円木 語 の 仮定 ・条 件 表現 は大 変 混
乱 す る学 習 項 目の 一 つ な の で あ る。
中で も、 ナ ラ は、 仮 定 ・条 件 表現 と しての 機 能 だ けで は な く、 文 の 中 で 多 様 な働 きを し
て い る に もか か わ らず 、 他 の 三 つ の 表理 に比 べ て 、 あ ま り研 究 され て い な い た め 、最 も難
しい表 現 の 一 つ に な って い る 。
これ まで の ナ ラ に 関 す る研 究 は、 形 態 上 の 研 究 や ナ ラ 自体 の 意 味 の 研 究 に 偏 っ て お り、
談 話 の 中で なぜ ナ ラが 用 い られ 、 どo)よ うな 働 き を して い る の か につ い て は 、 あ ま り触 れ
られ て こな か っ た 。
本 稿 で は、 これ まで の ナ ラ に 閃す る先 行 研 究 を見 直 し、 談 話 資 料 の 中 で ナ ラ が現 れ る場
面 を分 析 し、そ の 文 脈 に お け る ナ ラ の機 能 を明 らか にす る こ とに よ り、 ナ ラ の特 徴 の解 明
と教 え方 の 提 案 を 目的 と して い る。
2,研 究 の枠 組 み
2.1先 行研 究
ナ ラ の 意 味 ・用 法 に 関す る これ まで の研 究 の 中 で 、 蓮 沼 他(2001〉1は ナ ラ に つ い て か
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な り細 か い 分頬 を して い る。
表1蓮 沼他(2001:45～69)に よるナラの用法の分頬
分 煩 ナラ前件 の形態 用 法
聞 き手ク) 基本形+ナ ラ li㌃件1会 話 中 に相 手 が 言 ワ た予 定 ・,喜1志や 、 相 手 の 様 子 か ら想
気持 ち 像 で きる状況な ど
後件1自 分の意志や判断 ・相手への働 きか け
タ形+ナ ラ 前件 二対話相手か ら聞いたばか りの過去の事実
後件:判 断 ・相手への働 きかけ
話題 の引 名詞+ナ ラ ①前件=対 話の相手が言った内答や、先行す る談話の内容 か ら一
継 ぎと提 予測で きるようなこと
示 後件;前 件 につい ての判断や意志 、相手 へo)働 きかけ な ど
1主題用法)
②主題 ではな く、条件 を表す場 合が ある
疑問語+ナ ラ 疑 問文を表す ことがで きる。
動詞萎木形+ナ ラ Xの 行為 を話題 としてと りあげる用法(主 題用法〉がある・
「名詞+ナ ラ」 と同 じ意味 を表す.
未来の予 動 詞、形容 詞 の基 前件1未 来の出来事に閏する予測や 、現在 の状態 に関す る予測
測 を表わ 本形+ナ ラ 後 件=前 件 に基 づ く判[Lrl
す 依 頼 ・義務 ・,音1志な ど、働 き か け に閃 わ る表 現 も現 れ る 。
「前 イ牛一←後f牛 」 の1…1如韮 も 、 「f麦イ牛→ 角f∫f㌻」 ヴ)川頁r詐も 円'育旨P
仮定を表 タ形+ナ ラ ① 前件=米 来の恢定
rト
ヲ 後件1前 件に基づ く判断や、自分の意志 ・依頼な ど
② 過去の仮定や、過去の事実に反する仮 定
※仮定 を表すナラには使用制限がある。
・一 般 的 、1習慣 的 閃 係 を表 す場 合 に は 使 え な い 。
・時問の経過 など、起 こる ことが確実 な ことを表す場合 には使
え ない 。
状 態性 の述語 の基 現在の ことに閏する仮定や、現 在の事実 に反する仮定
本形+ナ ラ
複雑な推 基 本形+ナ ラ ① 前件:事 実
理 後件=事 実に反すること
(前件 を知 らなか ったため に、前 もって適切 な行動が とれな
か った ことを悔やむ気持 ちを表す)
1② 前件:事 実である という判断
後件=前 件を根拠に して、当然の帰紬、判断
③ 前件の判 断が成 り立 たないとい うことを主張す る表現に使わ
れ る邑
』
タ形+ナ ラ 前IIトが 事実 でない ことを主張す るような表現 に使 われる,
文 脈におけるナラの機能に関す る一考察
蓮 沼 他(2001)に よ る と、 ナ ラ には 、 聞 き手 の 気持 ち を表す 用 法 や 、 名 訓 に直 接 続 い て
主 題 を表 す 川 法 な ど、特 別な 使 い 方 が あ る と して 、 ナ ラ を五 つ の用 法 に分 類 して い る。 蓮
沼 池(2〔)Ol)の ナ ラ の分 類 を表 に ま とめ て み る と、 【表1】 の よ うに な る。
【表1】 で は 、 す べ て の 用 法 に 関 して ナ ラの 前 件 に 来 る 品 詞 の 形 態 を提 示 して い るが 、
同 じ形態 が い くつ か の用 法 に 重 複 して い る た め 、 ナ ラ の前 件 の 形 態 の 提 示 は あ ま り意 味 が
ない よ うに思 わ れ る。 ま た、 名 詞 が ナ ラ の前 件 に 来 る の は 「話 題 の 引 継 ぎ と提 示 」 だ け に
なっ て い るが 、 「名詞+ナ ラ」 は他 の 用 法 に も見 られ る形 態 で あ るた め、 学 習 者 が 誤 解 す
るお そ れ が あ るの で は な いか と思 わ れ る。 な お 、 「聞 き手 の 気 持 ち」 は結 局 、 ナ ラ の 前 件
を話 題 と して取 り上 げ 、 聞 き手 の 気 持 ちを表 す 用 法 で あ る ため 、 「話 題 の引 き継 ぎ と提 示 」
の 範 囲 に 含 ま れ る の で は ない か と考 え られ る。
益 岡(1993)は 、 他 の 条 件 表 現 と異 な るナ ラの特 徴 につ い て 、「表 現 者 自 身 の判 断 や 態
度 が 後 件 に示 され る こ とに よ って 表 現 の 重 点 が後 件 にあ る」 と指 摘 して い る2。 ナ ラ の 後
作 に 行 動 展 開 表 現 や理.解要請 表 現3な どを用 い る 際 に 、 そ の 後件 の根 拠 と して ナ ラ の前 件
が 取 り上 げ られ る とい う考 え 方 で あ る とい う点 で は 、 本稿 は、 益 岡(1993)と 同 じ立場 を
とる もの だ とい え る。
と ころが 、益 岡(1993112〉 は 、 ナ ラ の 後件 に対 す る前 件 の か か わ1,方 に つ い て は 、 次
の よ うに述 べ て い る。
表 現者の判断や態度 が表 される後件 に対 して、前件 はどの よ うなかかわ り方 をす るので あろ
うか。前件の役割 は、後件 で判断 や態度 を表現 するための基盤 となる事柄 を提示 す る点に ある
と考 えられる。前件 が成 リ立 っこ とを仮に想定 し、 その想定の もとで、後件 で判 断 ・態度の表
明 がお こなわ れる、 というわけである。 ここで大切 な点 は、前件 が成 り立 つかど うかの判断 自
体 は保 留 されている とい う点 である。前件 が真であ ることが仮定 されているだけの こ とである。
結 局 、 ナ ラの 機 能 はあ くま で も 「仮定 表 示 」 と い う考 え方 に と ど まっ て お1〕、 なぜ 文 の
中 に ナ ラ を伴 う前 件 が 設 け られ る の か につ い て は 、具 体 的 な説 明 が な い。
【表2】 庵 他(2000a=224～225)に お け るナ ラ の用 法 の分 類
用法説明 例 文
・最 も典型 的な用法
(1)A=携 帯 電話 を持 っ てい ます 。
・聞 き手 の発言 を受 ける用法 B:携 帯電譜が あるな ら,い つで も連絡で き
・前 件:聞 き手 の 発 言 に よ って 新 し く知 っ た こ ま す ね。
と 〔2)Alス ー パ ー ヘ 行 っ て く る よ 。
後伴;前 件に基づ く帰霜 B;ス ー パ ーへ 行 くの な ら 、 し ょう ゆ を 買 っ
て きて。
前件:純 粋 に話 し手が仮定 したこ とが ら 13)も しス ー パ ーへ 行 くの な ら、 し ょ う ゆ を 買
後件:前 件に基づ く帰緒 って きて 。
庵 他(2000a)は 、「と りた て助 詞 」 と 「複 文 と接 続 詞一 条 件一 」 の2項 目に わ た って ナ
ラ を取 り上 げ て い る ㌔ しか し、 「と りた て 助 詞 」 の 項 目 にお い て は、 ナ ラ を そ の ユ種 類
と して挙 げ て は い る が 、 詳 しい 説 明 は な い ・ 「複 文 と接 続 詞一 条 件一 」 の項llに お け る ナ
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ラ は 、二 分 され て お り、 そ の 内容 を筆 者 が ま とめ て み る と、 【表 朗 の よ うに な る。
【表21に よる と、 ナ ラ の前 件 に は 、「聞 き手 の 発 言 に よっ て 新 し く知 っ た こ と」 しか 用
い られ ない よ う に述 べ られ て い る が 、 実 際 の ナ ラの 使 用 場 面 を み る と 、 ナ ラの 前 件 に は、
聞 き手 に よる発 話 は もちろ ん 、 よ り多 様 な内 答 が 用 い られ る こ とが 分 か る。 これ に つ い て
は 後述 す る。
な お 、庵 他(2000b)は 、 ナ ラ を 「と りた て助 詞」 の項 目の 主 題 を表 す 表現 と して 「ハ 」
と と もに取 り.トげ られ て お り5、 次の よう な例 文 をあ げ て い る・
(4)A;林 さん に は紅 茶 をあ げ る こ とに しな い?最 近 紅 茶 に凝 っ て る って言 っ て た か ら・
B:そ うね。 紅 茶 な ら銀 座 に い い お店 が あ る わよ 。 種 類 が す ご く多 い の。
例(4〉 につ い て 、庵 他(2QOOb)は 、 「相 手 が 述 べ た り質 問 した り した こ との 中 か ら主
題 を受 け取 って 、そ れ につ い て譜 を展 開 させ る場 合 」 と説 明 して い る。
と ころが 、 この 用 法 は 、初 級 レベ ル か ら も十 分 に導 入 で きる と考 え られ る こ とか ら、庵
他(2{)〔)Oa)の 「と りたて 助 詞 」 の項 目に も、 よ り詳 しい 説 明 が 必 要 な の で は な い か と思
わ れ る。
2.2.研 究 目的
以 上 の先 行 研 究 か ら見 た こ れ まで の ナ ラ に閏 す る研 究 の問 題 点 は 、 ナ ラの 前 件 の 形態 に
問 題 意 識 が 偏 って い る こ と、 ナ ラ は あ くまで も仮 定 表 現 で あ る とい うこ とに と らわ れ て い
る こ と、 また、 学 習 者 の レベ ル に応 じた ナ ラの 用 法 が 導 入 で きる よ うに整 理 され て い な い
こ とな どが 挙 げ られ る。
談 話 の 中の ナ ラの 機 能 を 見 る と、一 般 的 にい わ れ る 「1,庚定 」 の機 能 もあ るが 、 先 行 研 究
か ら も分 か る よ うに 、聞 き手 に よ っ て才、1』ち込 まれ た 話 題 を 話 し手 が受 け取 って 話 し手 自身
の 意 見 な どを述 べ る とい うこ とが ナ ラ の典 型 的 な特 徴 で あ る とい え る。 す なわ ち、 後 件 に
来 る話 し手 の 発 話(判 断 ・意見 な ど)の 「根 拠 」 と して 聞 き手 の 発話 な ど をナ ラの 前 件 に
す る こ とに よ り、 ナ ラの 後件 に述 べ られ る話 し手 自身 の 行動 展 開表 現 や 理 解 要 請 表現 な ど
を聞 き手 が 受 け 入 れ や す くす る とい う役 割 を呆 た して い る の で は ない か と思 わ れ る 。
本 稿 で は 、 これ まで の ナ ラ に 関 す る研 究 の 問 題 点 をふ まえ て 、様 々 な談 話 の 場 面 の ナ ラ
の用 例 を収 集 し、そ の機 能 を分 析 す る こ とに よっ て 、 ナ ラ の 肩lf件と後 件 の 関 係 を考 察 し、
文 脈 に お け る ナ ラの 導 入 目的 を明 らか にす る。 各 々の 文 脈 に お い て なぜ ナ ラが 川 い られ た
の かが 分 か れば 、 ナ ラの 根 本 的 な機 能が 見 え て くるで あ ろ う。
そ こで 、 本 稿 で は 、 談 話(戯 曲 や ドラマ の シナ リオ)の 中 に現 れ る ナ ラの 用 例 を収 集
し、 そ れ ら を各 々の 文 脈 に よ って 分 析 す る こ とに よっ て 、 ナ ラ の 多 様 な機 能 を考 察 す る・
なお 、 その 結 果 を も とに、 「ナ ラ」 表 現 の 習 得 を容 易 にす る方 法 を探 る こ と をLl的 とす る。
2,3.研 究方 法
本 稿 で は 、 さ ら に多 くの 談 話 資 料 を考 察 す るた め に 、会 話 形 式 で ス トー リ を展 開 して
い く ドラ マ ・シナ リ オ と戯 曲 や 、 テ レ ビ ・ ドラマ の 録 画 を 文 字 化 した 資 料 を用 例収 集 の
対 象 とす る。 調 査 資料 は以 下 の 通 りで あ る 。 各 資 料 の 作 品 名 の 略 称 を()の 中 に記 す 。
文脈にお けるナラの機能 に閏する一考察
1表31ナ ラ用 例の出典 リス ト及 び機能分類の内訳
資料種類 作品名 話 題才、呈示 恨拠提供 仮定表示





2,『並 木家の人列(並) 10(D) 34(31 9(0〉 531〔3)
3.『 ビュ ー テ ィフ ル ラ イ フ』(ラ) 22(15〕 4〔X34) 13110) 75〔59)
4.『眠れる劇1森) 駅1) 361!61 18③ 63(10)
5.『逢 い た い 時 に あ な たは い ない …』(逢) 7(3) 24(20) 19(!4) 50(37)
6,『 ラ ンチ の女 王 』(女) 11② 19(10) 6(3〉 36〔15)
7,『 お と う さん』(父) 21(11〕 60(31) 11(9) 92151)ドラマσ)
文字化資料 8.『 イ ヴのす べ て』(イ) 18(3) 26② 10(5) 舅(10)
9.rAlltunln1nMyHeart』(秋)!14(llI 37(D 16(0) 67(2)
10,『 オ ケ ピ』 白水 社(オ) i11(ll 11(6) 3(1) 2獣8)
11,『 ヒ ネ ミ』 白水 宇上(ヒ) 2〔O) 7(61 3(3) 12(9/1
戯曲
12.『 東 京 ノー ト』 晩 聲 社 〔東) !5㊨) 5(3) 1(0) 11(3)
13.『 魚 の 祭』 白水 社(魚) 2② 1(0) 廣3) 8!51
合 計 !157(39〉1 356(135) 工271541 倒D(228)
なお 、 ナ ラ は談 話 の 中 に お い て 、 ダ ッ タ ラ とい う形 式 と して 現 れ る こ とが 多 い こ とか ら、
ダ ッタ ラの用 例 につ い て も本 稿 の 考 察対 象 とす る。
【表3】 の 作 品 か ら得 られた ナ ラ(ダ ッ タ ラ)の 用 例 は延 べ640例 で 、そ れ ら を含 む各 々
の 文 脈 か らナ ラの 前 後 関 係 な ど を分析 し、 各用 例 の 機 能 を分類 す る こ とに よ って 、 ナ ラが
持 つ 談話 の 中で の 特 徴 を明 らか に す る6。






能」 とする。このようなナラは 「ハ」に置き換えても、文脈上、大 きな意味の違いは見ら
れないことが多い。
〔1)
優 お父 さん 、今 年 で い くつ に な る ん だ っ け。
晶=5ア 。
優 サ ラ リー マ ン な ら、 もう す ぐ定 年 じ ゃ ない 。
恵 で も さ、 お 父 さん璽[ハ]大 丈 夫 で しょ う。 あ ん な に元 気 な ん だ しさ.
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ま こ と=い や 、分 かん な い よ。60過 ぎる とね 、急 に病 気 す る人 とか、老 け込 む人、 多 い ん だ か ら。
優 ち ょっ と、 待 って よ・ ね え 、 そ う な っ た らさ、 老 後 の 面 倒 はだ れ が見 る わ け?(父6)
つぎに、ナラの前件が後件の根拠 として提示され、ナラを因果閃係を表わす 「カラ ・ノ





てるの:家 事 って、 レベ ルの差 はあっても、結局誰 にで も出来 るものね、誰 にでも出来 るこ と
してても、つ まらないわ。
論平:僕 は、 スパゲ ッテ ィー しか出来ないよ。
てるの:ス パ ゲッティーが出来るな ら[カ ラ]、他の料理 も出来 るはずよ。勉強 して・
論平=勉 強?
てるの;人 問 は学習 する動 物よ。 ちょっと勉強 すれば、料理 なん て片手 で出采 るわ。 論平 の片
手 と、あ た しの片手 で、十 分一人前 に家の こ とくらいこなせ るわよ。 わた し達に は、
もっと大切な仕事があるんだか ら。(徹4)
また 、 「根 拠 提 供 の 機 能 」 の 川 例 の 中 で 、後 件 に 聞 き手 の 言 動 に 対 す る批 判 ・皮 肉 な ど
を示 す 内容 が 来 る場 合 は 、ナ ラ を 「ノニ 」 に 置 き換 え られ る こ とが 多 い。
〔3)
紹 のザイA'φ テッキ
直季=国 府 と貴美子 さんの愛 は絶対的で、あんたなんかが付 け入 る隙はなかった。
輝 一郎=ま あ、 そんな とこだ。貴美子の父親 は、市会 議員の職権 を濫用 して、国府 を町 から追
い出そ うと した。 ところが、 国府 は しぶ と くて、貴 美子 と駆 け落 ちする勢 いで さ。 ど
うや った って、国府 には適 わ なかった。 で、思 いついたんだ、国府 に似合 いの地 獄 っ
てやつを。
正 輝:… …(息 子の おぞま しさに震 える)
輝一郎:貴 美子 とその一家 を皆殺 しに した犯人……国府 にはそうす る動機 が十分 にあったろQ
直季:貴 美子 さん をそれほど愛 していたんな ら[ノ ニ]、 どう して殺そ うなんて……1
輝一郎=刃 物 がする っと彼女の体 に入 って、心臓 に突 き当た る感触一…・目の前の女 が 自分の女
になったってい う実感 だった。(森61)
最後に、一般的によく取 り上げられる 「仮定表示の櫨能」であるが、実際起 きるかどう
かがまだ分からない状況を仮事実 として語った り、実際に起 きた事実に反する反事実など
を言吾るなどの用例が見られる。
文 脈 に お け る ナ ラ の手/,墜能 に閏 す る一 考 察
(4)
有本(司 会 で)え 一、若林部長 も今 日は今 までの わだかまりを捨 て、快 く出席 して下 さい
ま した。では、部長、 一言ご挨拶 をお願い します。
若林部 長(仮 説 ステージに上 が り)中 村 くん、結婚おめで とう。
みん な、 ザワ つ ぐo




4.話 題 提 示 と しての 「ナ ラ」
こ こ で は 、 「話 題 提 示 の 機 能 」 と して 用 い られ て い る ナ ラの 用 例 を 、 室 題 を 表 す 「ハ 」
に置 き換 えた 時 、 どの ような 「ハ 」 にあ て は まるの か に よ って 、 さ ら に三 つ に 分 け て考 察
して い くこ と にす る。
4.1,「 ナ ラ」 ⇒ 「ハ」
ナ ラが そ の ま ま 「ハ 」 に 置 き換 え られ る機 能 で 、 この 機 能 の用 例 の 多 くは 、 名 詞 に つ く
ものが 多 い 。 聞 き手 が 取 り一ヒげ た 話 題 をそ の まま用 い た り、 聞 き手 の 発 言 に 応 じて話 し手
が 新 しい話 題 を提 示 した りす る機 能 で あ る。 ナ ラの 用 法 と して よ く取 り上 げ られ る 「情 報
提 供 」 も この機 能 に入 る。
(5〉
杏 子、 薙`まの 翻グを ゲ ラ ゲ ラ ー7と 見 τい る。
み 百当 での物 が な い βひ いσ
店 員 た ちか1采 た羅 誌 を荷 ぼ ど き ひ τい る の を、 今度 ば ジー ッ と見 でい{5。
店 員1=オ ネー サ ン、何 か?
杏 子:「 ラ ・マ ン』 一… 甲な い か な。
店 員2:あ 、 そ れ だ った ら[ハ]、 こ っ ち。
杏 子:あ.す み ませ ん! (ラ7)
用 例(5)は 、 日本 語 の 教 科 書 な どに よ く取 り上 げ られ る 「情 報 提 供 」 の ナ ラ(ダ ッタ
ラ)の 典 型 的 な用 例 で あ る。 聞 き手 の 発 言の 中 で 『ラ ・マ ン』 とい う顕 在 的 な話 題 を 、話
し手 は ソ レで 言 い換 え 、聞 き手 が 求 め て い る ソ レ(ラ ・マ ン)の 場 所 に関 す る 情 報 を与 え
て い る。
川 例(6〉 は 、 話 し手 を食 事 に誘 い た が っ て い る 聞 き手 の 「何 が 好 きで す か 」 とい う質
問 に 対 して 、 「タ イ料 理 以 外 」 を ナ ラで 取 り立 て る こ と に よ り、何 で もいい と い う話 し手
の気 持 ち を聞 き手 に伝 え て い る。 この 用 例 の 後 件 は 、理 解要 請 表現 の よ う に見 える が 、 こ




ハ ー プ1何 が 好 きで す か。
コ ン ダ ク ター:タ イ料 理 以 外 だ っ た ら[ハ]何 で もOK・ あ れ が ダ メ なん で す、 ほ ら。(オ51
なお 、 聞 き手(ハ ー プ)が 言 葉 と して は っ き り表 わ して は い な いが 、 そ の 言動 か らうか
が える 話 題 を 、話 し手(コ ンダ ク ター)が ナ ラで取 り上 げ る用 例 も見 られ る 。
(7)
ヴ7と 出 され る本 。
レ ン タノ〃者 勿 の カ タ β グ児 でい た ザチ、 頚 をま げ る。
サ チ=あ あ。
何 偲 かσ
7フ 〃一 ズAと か 、 なん とか か ん とか。
ど ラぜ読 ま 葦』いん だ カ】β、 何 で 芒)一著鞭 な選 本9
柊 論
サ チ=い い よ、 借 りな くて。 ど うせ読 ま な い ん で しょ。
柊 二1… …o
サ チ:杏 子 だ っ た ら[ハ]、 まだ だ よ。
柊 二:一 。 あ そ。
と、 サ ッサ とデデこ ラと ず'る。 (ラ17)
用 例(7)は 、何 日問 も職 場(図 書 館)を 休 んで い る杏 子 が気 に な っ て 、 何 度 も図 書 館
に足 を運 ん で い る 聞 き手(柊 二 〉 の 様 子 か ら、 話 し手(サ チ 〉 は 「杏 子 」 を ダ ッ タ ラ に
よっ て話 題 と して取 り上 げ、 彼 女 が 今 目 も来 て い ない とい う情 報 を聞 き手 に与 えて い る。
4,2,「 ナ ラ」 ⇒ 「抽 象 名 詞 十 ハ」
この 機 能 は 定 型 表 現 と して導 入 され る ナ ラの 用 例 で 、 「～ ナ ラ ～ デ 」 また は 「～ ナ ラ～
ト」 の形 と して用 い られ る。 た だ 、 こ の場 合 の ナ ラは そ の 文脈 に よっ て 、「人 ・時 ・こ と」
な どの抽 象 名 詞 を伴 う 「ハ 」 に 置 き換 え られ る と思 わ れ る 。
用 例(8)は 、 前 もっ て連 絡 もせ ず に 自分 の と こ ろ に い き な り訪 ね て きて 困 惑 させ る聞
き手(花)の 行 動 に対 す る話 し手(大 石)の 批 判 の 気 持 ち を示 し、 こ れ か らは前 も って 連
絡 を して か ら訪 ね て くる よ うに 、 また は 、 も う訪 ね て こな い よ うに とい う行 動 展 開 表 現 に
つ な が る。
(8)
大 石:(ア ワ を食 った よ うに)君 、 な ん だ っ て こん な 所 に … … 困 る よ、 君 。
花(申 し訳 な く)ご め ん な さ い。 永 い 間 連 絡 も しな い で。 忙 しい こ とが 続 い て な か な か来 れ
なか っ た んで す 。
文脈におけるナ ラの機能に関す る一・考察
大石:来 る璽[時 ハ]来 る と電 話 くれ りゃいいんだ。今ね、部屋に女 房 と子供 が采てるんだ。
(並53)
4.3.「 ナ ラ」 ⇒ 「格 助 詞+ハ 」
この 場 合 も定 型 表 現 と して使 わ れ る例 が 多 く、 今 同 の 考 察 で は 「～ グ ラ イ ナ ラ」 と 「一
タ メ ナ ラ」 とい う用 例 が あ っ た。 「～ グ ラ イ ナ ラ」 の 場 合 は 「～ ヨ リハ 」 に 置 き換 え られ
る と思 う。 こ の 場 合 は 、 現 時 点 で 起 こ る可 能 性 が あ る 話 題 、 ま た は 、 聞 き手 の 発話 や 態
度 を基 に、 後 件 に それ よ りもっ と極 端 な内 容 を用 い た り、 ア ドバ イ ス を した りす る のが 特
徴 で あ る 。前 者 の 場 合 は 、 後件 に極 端 な内 容 を用 い る こ とに よ っ て 、 ナ ラ の前 件 が 話 し手
に とっ て 、 どん な にい や な こ とな のか を表 わ す こ とが 多 い。 後者 の場 合 は 、 ナ ラの 前 件 に
「悩 む 」 とい う動 詞 が くる こ とが 多 く、 後 件 で 聞 き手 の1菌み 事 に対 して 話 し手 が ア ドバ イ
ス を与 え る用 例 が 多い 。 次 は 、前 者 の用 例 で 、 ナ ラの 後 件 に 「死 ぬ」 とい う極 端 な内 容 を
取 り上 げ る こ とに よ って 、絶 対 に警 察 に は捕 ま らない とい う話 し手 の意 志 を示 して い る 。
(9)
修史:捕 まる雌 Σ[ヨ リハ]、 死 んでや るっつ うの。 (女35)
「～ グ ラ イナ ラ」 の特 徴 は、 用 例(9)の よ う に、 ナ ラ の前 件 と後 件 が い ず れ も話 し手 自
身 に 関す る 内容 の場 合 は 、 後件 に前 件 よ りも極 端 な事 柄 を用 い る こ とで 、 前 件 の よ うな こ
と を絶対 に しない 、 また は 、前 件 の よ うな状 況 に は 絶対 に な ら な い と い う話 し手 自身 の 意
志 を 表す 場 合 が 多 い。 一 方 、 用 例(10)の よ うに 、 ナ ラ の前 件 が 聞 き手 に関 す る内容 の場
合 は 、後 件 は話 し手 か ら聞 き手 へ の 助 言 を示 す こ とが多 い。
(10)
同 ・食 堂 前 の廊 下
論 平 、 て るの が 出 て来 る。
論 平=何?
て るの;(き っ ぱ り)あ た し、 中 途 半 端 に 問 題 抱 え て、 悩 んで るの 好 き じ ゃな い の。
論 平
て るの:悩 む く らい な ら[ヨ リハ]、 積 極 的 に対 処 して、 早 目に 妥 協 点 を見 つ け る方 が合 理 的 だ
わ、 あ た しは、 そ う い う考 え方 な の。
論 平=… … わ か っ て る よ。
て るの=論 平 が は っ き り しな いな ら、 あ た しが は っき り させ る け ど、 い い?
論 平1… … 君 が そ う した い な ら、 仕方 な い ん じゃ な い か?
てる の1・ 一…!(傷 つ くが 、 動 揺 は み せ な い〉 わ か っ た わ(去 る)。
論 平:… …(徹23〉
用 例(10)は 、 前 の 彼 女 と折 しい 彼女 の 問 で気 持 ちが 整 理 で きず悩 ん で い る 聞 き手(論
平)に 対 し、積 極 的 に 対 処 して 早 く妥 協 点 を児 つ け る よ うに 、 とい う話 し手(て るの)の
ア ドバ イスが 後 件 に 述べ られ て い る。
早稲田大学目本語教育研究
この 外 、 用 例(11)の よう に 、「～ タ メナ ラ」 とい う用 例 も、 「～ タ メニ ハ 」 に 置 き換 え
られ る。
(111
直季:実 那子 に思い出 させ た くなかった。過去 が忍び寄 ってるんな ら、逃 げてほ しか った。 そ
のためな ら[ニ ハ]、実那子の今 を壊 してやろ うと思 った。(森49)
5,結 論
文 脈 にお け る ナ ラ の 機 能 を明 らか にす る た め に 、 ドラマ の文 字 化 資 料 や ドラ マ ・シナ リ
オ、 戯 曲 を対 象 と して 、 ナ ラ の用 例 を収 集 し、 そ れ らの 用 例 をそ の 場 面 の 文 脈 か ら、上 記
の 「話 題 提 示 」、 「根 拠 提 供 」、「仮 定 表 示 」 と い う3機 能 に分 類 した結 呆 、 【図1】 の よ う
に な った,、今 回 の 分 析 結 呆 を見 る 限 り、 ナ ラは 、 これ まで 多 くの 日本 語 教 科 書 に お い て よ
く取 り上 げ られ て きた 「仮 定 表示 」 よ りも、 む しろ 、 後 件 の 「根 拠 提 供 」 と して 用 い られ
る こ とが 最 も多 い こ とが 分 か る。
根 拠 提 供 の 「カ ラ ・ノデ ・ノニ 」、話 題 提 示 の 「ハ 」 が あ る に もか か わ らず 、 なぜ ナ ラ
を用 い るの か に つ い て は 、 ナ ラ の 「仮 定 表 現 」 とい う性 格 か ら説 明で きる 。 す な わ ち 、聞
き手 の 発 言 や 行 動 及 び 話 題 に対 す る話 し手 の確 信 な ど をナ ラ の前 件 にす る 際 、 聞 き手 へ の
再 確 認 や話 し手 自身 の仮 定 の よ うに示 す こ とに よっ て 、 「カ ラ」 や 「ハ 」 な ど を用 い た時
に 聞 き手 に感 じさせ か ね な い 「あつ か ま し さ」 や 「お せ っ か い」 な どの マ イナ ス の 印 象 を
避 け る こ とが で きる た め で は な い か と考 え られ る 。 また 、 聞 き手 の発 話 を話 し手 が 半 信半
疑 の 気 持 ちで 受 け 入 れ る場 合 に も、 ナ ラ は有 効 に 働 くとい え る。
この よ うな機 能 は 、 ナ ラ とい う表 現 が 「仮 定 ・条 件 」 とい う領 域 と 「取 り立 て 」 とい う
領 域 に また が っ て い る こ とに よる もの で は な い か と思 わ れ る 。
談 話 レベ ル の 機 能 か ら見 た ナ ラの 特 徴 は 、 ナ ラ の 前 件 に 聞 き手 の 発話 や 態 度 、 も し く
は 、話 し手 自身 の 判 断 の 根 拠 な どを述 べ 、 そ れ に基 づ い て 話 し手 自 身 また は聞 き手 の 利益
を実 現 させ るべ く、 談 話 を展 開 させ る こ と にあ るの で は ない か と思 わ れ る。






口 根 拠 提 供355停11(555㌔)
■ 言舌題 提 示159停11(248㌔)
ロ 仮 定 表 示126例(19.ハ 〉
1図1】 本稿 の考察対象用例の機能分析の結果
文脈 にお けるナラの機能 に閣す る一考察
ナ ラの 多 様 な機 能 の 中 に は、 初 級 段 階 か ら導 入 で きる もの もあ り、学 習 者 の レベ ル に応
じて、 何 度 か にわ た っ て取 り上 げ る こ とに よ り、効 率 よ く習 得 させ る こ とが で き るの で は
な いか と思 わ れ る。
6,日 本 語 教 育 へ の応 用
6.1.初 級 レベ ル に お け るナ ラの 導 入
初 級 レベ ル で は 、 聞 き手 に求 め られ る顕 在 的 な話 題 に 応 じ る機 能 の ナ ラ を取 り入 れ る・
〈1〉〈ハ>と しての機能(顕 在的情報 を求める聞 き手一 情報 を与 える話 し手〉
A:温 泉 に行 きたいんですが、 どこがいいで しょうか。
Bl温 泉 です か。温泉な ら、箱 根がいいですね。 (作例1
例 文 〈1〉の よ う に、 温 泉 に閃 して 顕 在 的 に 情 根 を 求 め てい る聞 き手 に対 し、 そ れ に 応
じる形 の ナ ラ を取 り入 れ る こ とが で きる と思 わ れ る。 こ れ に 関 して は 、実 際 の 初 級 ク ラ ス
で 〈自分 の 国 を旅 行 した い 聞 き手 に情 報 を求 め られ 、情 報 を与 え る とい う内 容>の 練 習 を
させ た結 呆 、 この段 階 で十 分 に学 習 で きる とい うこ とが 分 か っ た 。 こ の段 階 で は と りあ え
ず 、形 式 的 に簡 単 な くハ〉 と して の ナ ラ だけ を導 人す る 。
6.2,中 級 レベ ル に お け るナ ラの 導 入
初 級 レベ ル に続 き、 中 級 レベ ル で も 〈ハ 〉 と して の機 能 を 導 入 す るが 、 この 段 階 で は、
顕在 的 な話 題 で は な く、潜 在 的 な話 題 に対 して情 報 を提 供 す る形 を導 入 す る・ なお 、 形 式
上 、 やや 複 稚 な 〈抽 象 名詞+ハ>と 〈助 詞+ハ 〉 を加 え て 、顕 在 的 な状 況 にお け る使 い 方
を導 入 す る,
(2〉(ハ>と して の 機 能(潜 在 的 に情 報 を求 め る 聞 き手 一IF嚇 艮を 与 え る話 し手 〉
A=日 本 での 生 活 は ど うで す か。
B:大 変 です ね 。 物価 は 高 い し、 ア ル バ イ トは なか な か 見 つ か らな い し。
A:ア ル バ イ トの こ とな ら、 留学 生 セ ン タ ーに 行 っ て み れ ば ど うで す か。 (作例)
例文 〈2>の ように、「日本の生活の大変さ」を述べている聞き手の発言の中から 「アル
バイ トを必要にしているだろう」 という潜在的な情報要求を感知し、それに対する情報提
供の形のナラを導入する。
〈3〉〈抽象名詞+ハ>と しての機 能(顕 在的な話題 に対 して忠告 ・不満 を述べ る話 し手)
A:遅 くなってすみ ません。
B:遅 れる鍾 遅 れるで、前 もって連絡 くださいよ。(作 例)
「遅れた聞 き手の顕在的な状況」に対 して、忠告 ・不満を述べる話 し手のナラをこのレ
ベルで導入できると思われる。
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〈4)く 助 詞+ハ 〉 と して の機 能(顕 在 的 な 話 題 に対 して助 言 を述 べ る話L手)
A=留 学 、 決 ま り ま した か。
B=い い え 、 まだ・ い ろ い ろ あ っ て、 い ま だに悩 ん で い ます 。
A=ひ と りで そ ん な に悩 む ん だ っ た ら、 両 親 に相 談 した方 が い い ん じ ゃ な いで す か。(作 例)
例 文(4>の よ うに 、 「留 学 の こ とで 悩 ん で い る聞 き手 の 顕 在 的 な状 況 に対 して ア ドバ イ
ス を述 べ る形 の ナ ラ」 を提 示 す る。
6.3.上 級 レベ ル に お ける ナ ラ の導 入
上 級 レベ ル の(ハ 〉 と して の 桜 能 は 、 聞 き手 の 需 動 か ら話 し手 が 言い た い話 題 を引 き
取 って そ の場 の会 話 を展 開 す る形 の ナ ラ を導 入す る。 この 機 能 の 導 人 に よっ て 、 会話 の 主
導 権 を握 る 談 話 管 理 能 力 が 育 て られ る。 なお 、 く抽 象名 詞+ハ>と(助 詞+ハ>は 、 潜 在
的 な 話 題 に対 して の 使 い 方 を取 り上 げ る 。
(5>〈 ハ〉 と して の彼 能(話 題 を提 示 す る 聞 き手 一 新 しい 話 題 に 持 っ て い く話 し手)
A=寒 くな りま した ね。
Blそ うで す ね。 温 泉 に で も行 き たい で す ね・
A:温 泉 な ら、 この 前 、 お台 場 に 新 しい温 泉 が で き た そ うで す よ。 (作例)
例文 〈5>の ように、聞き手の言動か ら、話 し手が譜題にしたい 「温泉」を引き取って
その場の会話を展開してい く形のナラを導入する・この機能の導入によって、会話の主導
権を握る談話管理能力が育てられると思われる。
〈6〉〈抽象名詞+ハ 〉 としての機能(潜 在的な話題に対 して忠 告 ・不満を述べ る話 し手〉
A:こ の前の お寿司、 とてもおい しかったですね。
B:ま た行 きたい藍 行 きたい と言 えばいい じゃない か。(作 例)
先日の寿司屋にまた行きたい気持ちを遠回しに、すなわち、潜在的に話題にしている聞
き手に対 して話 し手の意見を述べる形のナラを導入する。
く7〉〈助詞+ハ>と しての機能(潜 在的な話題 に対 して自分の意 見を述 べる話 し手)
A=こ の前 はいろいろと手伝 って くれてあ りがとう。
B=君 の ため塑 何 でもす るよ。 (作例)
例文 〈7〉のように、「手伝ってくれたことのお礼を述べた」聞き手の発言から、聞き手
とのよい閥係を望む話 し手が自分の気持 ちを述べるきっかけとしてナラを用い、話 し手が
会話の主導権を握る内容を提示する。
文脈 におけるナ ラの機 能に関する一考察
7.ま と め と今後 の課 題
以上、談話の場面に現れるナラの機能を分析 し、その文脈的意味か ら 「話題提示」「根
拠提供」「仮定表示」 という三つの機能に分け、各機能について考察 した。また、その結





なお、ナラの多様 な機能 に もかかわ らず、仮定 ・条件 表現 と して韓国語の 「項




1蓮 沼 昭 子 ・有 田 節 子 ・前 田 直予(2001)、pp,45～69
2益 岡 隆 志 編(1993)、pp,11～14
3蒲 谷 宏 ・川 口 義 一 ・坂 本 恵(1gg8)、p.33
理 解 要 請 表 現一 自己 の 感情 、 知 識 ・情 報 な どに 基 づ く 「表 現 内容 」 が 「相 手 」 に 理解 され る こ と
を 「表 現 意 図 」 とす る 「文 話 」。 例 え ば 、小 学 生 を 「相 乎jに 「マ グ ロ は魚 頬 で
す ・ しか し,ク ジ ラは 、 魚類 で は な く哺乳 類 です 。」 と説 明 す る よ う な表 現 な ど。
行 動 展 開 表 現一 自己 の 感情 ・認 識 な ど に基 づ く 「表 現 内 容 」 が 「相 手 」 に 理 解 され る だ け で は
な く,そ れ に よ って 「相 手」 あ る い は 「自 分 」(ま た は その 「両 者」〕 が 何 らか の
行 動 を 起 こ し、 その 行 動 で 「表現 内容 」 が 実 現 され る こ とを 「表 現 意 図 」 とす る
「文 訴 」。 例え ば、 「す み ませ ん。 水 を 一 杯 くだ さい 。」 と頼 ん だ り、 「あ の 一 、 ビ
デ 才 が 見 たい ん で す が 、 この 部 屋 を 使 っ て も よろ しい で す か 。」 と許 可 を求 め た
り一する よ うな1ξ王見な と"。
庵 功 雄 ・高 梨 信乃 ・中西 久実 子 ・山 田 敏 弘著 〔2000a)、pp.224・ 一225
庵 功 雄 ・高 梨 信乃 ・中西 久 実 子 ・山 出 敏 弘著(2000b)、p.332
各機 能 び)用例 数 の()は ダ ッ タ ラの 用 例 数 を 表す 。
一 般 的 な 「置 き撫 え られ る」 の概 念 は 、 用 例(1)で 説 明す る と、 次 の よ う に な る。
恵1で も さ、 お父 さんな ら大丈夫で しょう。あんなに元気 なんだ しさ。
↓
恵:で もさ、 お父 さん鮭大丈夫で しょう。 あんなに元気 なんだ しさ。
上 の 用 例 の よ うに 、 ナ ラの 代 わ りに ハ を用 い て も、 文 脈 の 流 れ に大 き な,Ot味 の 違 い が 見 ら れ
ず 、置 き換 え た 後 も 自然 な文 で あ る 場 合 、一 毅 的 に 「ナ ラは ハ と置 き換 え られ る 」 とされ て い る。
しか し、 本稿 で は 、 「置 き換 え られ る」 を、 こ れ よ りも さら に広い 概念 と して用 い る こ とにす る。
次 の用 例(2)を 見 て いた だ きた い.
てるの:ス パゲ ッテ ィーが出采るな ら、他 の料理 もできるはず よ。
u
① てるの=一 、他の料理 もで きるはずよ。
② てるの:あ なた、 スパゲ ッテ ィーが出来 ると言 ったでしょう。だ から他の料 理もできるはずよ。
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も し、 この用例中のナ ラを直接 その ままカラに置 き換 えると、その結呆は① の ようになるが、
この文は相当不 自然 な文にな る。 ところが、これを②の ように書 き換 える と、理由のカラの概念
を含みつつ、ナラを用 いた文 とさほ ど意味の違いのない文がで きる.す なわち、ここで はナ ラが
文脈の中で、カラと同様の機能 を負っているこ とがわか る。
本稿で は、この ように、カラ ・ノデ ・ノニの概 念 を含みつつ言 い換 えた文が 、ナラを使用 し
た原文 と大 き く意叫こが 変わることがない時、「ナラを囚果関係を表す カ ラ ・ノデ ・ノニ に置 き換
えて前後の文脈が通 じるiと 視定 して、「置 き換 え られる」 をその ような概念で使うこととす る。
なお、置 き換 えるこ とので きる接続助 詞は、用例のナラの直 後に[]に 入 れて、次の ように記
す こととする。
てるの1家 事 って、 レベルの差はあって も、結局 誰にでも出来 るものね、誰 にでも出来ること してても、つ
ま らない わ。
論平:僕 は、 スパ ゲッティー しか出来 ないよ。
てるの:ス パ ゲッティー が出来る坐[カ ラ]、 他の料理 も出来 るはずよ・勉強 して。(徹41
8ナ ラは、多 くの教科書 で他の仮定 ・条件表現 とともに、 中級段 階において』一一度 しか取 り上 げてい
ない。
9川 口義一(1998)の(顕 在的 な情 報提供者>,く 潜在的 な依頼者〉 か ら取 り入れた概念 で、会話の
中 で言葉 と しては っ きり提示 される話 題 を 〈顕在的な話題>、 会話の表面 には言葉 と して提示 さ
れ ないが・会話 の参加 者がその文脈か ら感知 し、それ をナラをもって取 り上げる話 題を 〈潜在的
な話題〉 とする。
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